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ており、北半球 500 hPa 面ジオポテンシャル高度
の前 12 カ月移動平均した 120 時間予報の RMSE
はこの 15 年間で約 65 m から約 45 m になってお
り、約 20 ｍ減少している。また、北西太平洋領域
の 72時間台風進路予報誤差はこの 20年間で約 600
















































































































ンクリメントをモニターしている。図 2 は 2011

















る 00UTC の前 6 時間の気温の鉛直プロファイル











・地表を 1000 hPaとしたとき 927 hPaより下層に
限る。
実際に層積雲スキームの発動状況を見てみる。図
図 3: 北緯 48.26度、西経 105.00度の地点の 2011年 10
月 17 日の 18UTC 初期値の 3 時間予報の鉛直プロファ
イル。横軸は気温 (K), 縦軸はモデル面の地表面からの
層数である。9層目と 10層目の間が地上を 1000 hPaと
したときの 927 hPaに相当する。














































が判明した。図 6 は 2010 年 10 月 6 日の 30 hPa
面ジオポテンシャル高度の解析インクリメントと
NOAA-18に搭載されている AMSU-Aのチャンネ
ル 9の輝度温度 (30 hPaから 200 hPa付近の気温
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図 5: 30 hPa 面ジオポテンシャル高度の解析インクリメント (m)。(左上)2011 年 8 月 15 日 00UTC 初期値。 (左
下)2011年 8月 15日 06UTC初期値。(右上)2011年 8月 15日 12UTC初期値。(右下)2011年 8月 15日 18UTC初
期値。
図 6: (上)2010年 10月 6日の 30 hPa面ジオポテンシャル高度の解析インクリメント (m)。左から 00UTC、06UTC、
12UTC、18UTCである。青色が負の解析インクリメント、赤色が正の解析インクリメントを示す。(下)2010年 10月
6日の NOAA-18に搭載されている AMSU-Aのチャンネル 9の入電状況 (プロット)と輝度温度の観測値と第一推定
値の差 (K)。青色が負で赤色が正であることを示す。左から 00UTC、06UTC、12UTC、18UTCである。緑の矢印
は衛星の軌道を示す。どちらの図も南極上空から見たものを描いている。
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